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奈良のまちづくり

令和４年１０月９日（日）
天川村山村開発センター

奈良県知事 荒井正吾

Nara Prefecture



リニア中央新幹線、大規模広域防災拠点、

関西国際空港接続線

2



○ 「経済財政運営と改革の基本方針２０２２（骨太の方針）」

（令和４年６月７日閣議決定）

「建設主体が２０２３年から名古屋・大阪間の環境影響評価

に着手できるよう、沿線自治体と連携して、必要な指導、支

援を行う。」 と、具体的な手順に関する方針を明確に記載。

岸田総理から、「来年から環境影響評価に着手できるよ

うに、駅そしてルートの決定に向けて、強いリーダーシップ

を発揮していただければ」とのご要請を頂戴しました。

○ 令和４年６月１７日 岸田内閣総理大臣との懇談

岸田総理と荒井知事と一見三重県知事との懇談

リニア新駅の設置で大事なこと

事業者の観点 地元の観点

・用地確保 ・交通の結節性

・発生土活用先の
確保

・まちづくりの可能性

・文化財破損リスク ・将来の発展性
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リニア中央新幹線「奈良市附近駅」の早期確定
１５年後（２０３７年）のリニア中央新幹線「奈良市附近駅」の設置に向けて動きが加速しています。



計画地の立地状況 交通アクセスの状況

○紀伊半島沿岸部の大部分が概ね100km（空路で約30分）圏内

○紀伊半島アンカールートの結節点であり、紀伊半島沿岸部への救助救援等の活動が可能

○近隣に奈良県ドクターヘリの駐機する南奈良総合医療センターが立地

医療施設の状況

＜計画地の概要＞
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大規模広域防災拠点の整備
令和４年６月に「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」に位置づけられました。
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《 造成イメージ 》

発生土を利用し造成

谷部

0 5km

大規模広域防災拠点

王寺駅

五条駅
五條市

奈良市附近

土砂運搬ルート全体図

※ルートは現時点における奈良県の想定

国土地理院発行の5万分1地形図を複製

高田駅

奈良市附近～五條市までの
鉄道運搬延長 約５０km

貨物駅のイメージ図

リニア中央新幹線等の
建設に伴う発生土につ
いて、鉄道による輸送
を検討。一部バイパス
線の建設や線形改良
を実施。

Ⅲ期：2,000m級滑走路
を有する大規模広域防
災拠点 大規模広域防災拠点の整備に発生土を活用

Ⅰ期：5haの平場を有する広域防災拠点

Ⅱ期：600m級滑走路を有する大規模広域防災拠点(約46ha)

リニア中央新幹線の発生土を活用(大規模広域防災拠点)
五條市の大規模広域防災拠点の整備が本格化してきました。Ⅱ期工事までの用地取得が確実になり
ました。Ⅲ期整備に向けて２，０００ｍ級滑走路の早期設置を目指します。



整備費：1,900億円程度（全路線長100㎞強）

新線建設：法隆寺駅付近～畠田駅付近
紀の川市駅付近～ＪＲ関西空港線合流部

※整備新幹線や過去の在来線改良事例を基に試算。車両調達費等は含まない。

（参考イメージ）ほくほく線 特急「はくたか」

古都なら

飛鳥

新大阪駅

10km

リニア中央新幹線 「奈良市附近駅」

御所市

五條市

紀の川市
（和歌山県）

関西国際空港

高野山

吉野山

飛鳥・藤原
（暫定一覧表記載）

（紀伊山地の霊場と参詣道）

橋本市
（和歌山県）

リニア中央新幹線－
関西国際空港接続線の整備

新線（バイパス線）建設

法隆寺

大和高田市

在来線改良

世界遺産等

（紀伊山地の霊場と参詣道）

関西本線

和歌山線

至 白浜（和
歌山県）

100km強

大規模広域防災拠点

伊丹空港

※近畿地方整備局道路網図を基に作成

古都奈良の
文化財

法隆寺地域の
仏教建造物

伊丹空港に乗り入れる構想も考
えられるのではないか

※在来線特急（最高時速160㎞/時 サンダーバード車両）
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リニア中央新幹線ｰ関西国際空港接続線の整備の検討
リニア中央新幹線の伊丹空港乗入れの提案

在来線活性化や事業費低減等の観点から、できる限り在来線を活用します。
関西国際空港や伊丹空港からのインバウンド観光客や関東・中部地域からのリニア利用者を、本県
の世界遺産等に連続的に取り込むとともに、リニア中央新幹線と近畿南部の観光地を結ぶ、より
広域な観光ルートを形成します。



地域道路の整備
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南部地域の道路整備の取組

五條新宮道路（国道168号）

五條新宮道路は、京奈和自動車道と近畿自動車道紀勢線を南北に
結ぶ高規格道路です。現在、早期整備に向けて取り組んでいます。

奈良中部熊野道路（国道169号）

奈良中部熊野道路は、五條新宮道路と一体となって紀伊半島アンカー
ルートを構成する高規格道路です。現在、早期整備に向けて取り組んで
います。

至 和歌山県
新宮市

道の駅
杉の湯川上

道の駅
吉野路上北山

道の駅
十津川郷

道の駅
吉野路大塔

至 三重県
熊野市

高取ﾊﾞｲﾊﾟｽ

伯母峯峠道路

【凡例】

国事業箇所
県事業箇所
現道
調査路線

御所高取ﾊﾞｲﾊﾟｽ

阪本工区

風屋川津・
宇宮原工区

新天辻工区

御所IC

五條IC
五條西IC

道の駅
吉野路大淀iセンター

下北山村
前鬼～上池原

五條市
生子町～釜窪町

十津川道路
(Ⅱ期)

▲天辻峠（五條市）で立往生する車両
（平成２８年１月）

国道１６８号の中で
冬期間通行の最大の難所

平成２８年度に大規模法面崩落により
７０日間の通行止めが発生

▲五條市西吉野町西野
(平成２８年４月）

▲五條市西吉野町西野
(平成２５年９月）

新天辻工区

十津川道路(Ⅱ期)
平成２７年度に大規模法面崩落により
６１日間の通行止めが発生

十津川村桑畑
(平成２７年７月）

被災時の通勤・通学状況
十津川村桑畑

現道の新伯母峯トンネルは
車両のすれ違いが困難な状況

▲新伯母峯トンネル（川上村～上北山村）での
大型車のすれ違いの状況

高さがギリギリ

中央線をはみ出して走行

伯母峯峠道路

下北山村前鬼～上池原
現道は急カーブが連続し線形不良であり

車両のすれ違いが困難な状況

奈
良
中
部
熊
野
道
路

五
條
新
宮
道
路

紀伊半島アンカールートの整備

長殿道路
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阪本工区

▲工事のようす

現在、トンネル工事を進めています。

長殿道路

現在、橋梁工事を進めています。

▲工事のようす

風屋川津・宇宮原工区

現在、橋梁工事を進めています。

▲工事のようす

五條新宮道路（国道168号）の整備状況

凡例
国事業箇所

県事業箇所

現 道

調査路線

令和４年４月に、新広域道路交通
計画を踏まえ、五條新宮道路（国
道１６８号）が『重要物流道路』に位
置づけられました。
また、併せて、五條新宮道路で現
在事業中の５工区全てが「事業区
間」、県調査路線の１箇所が「計画
区間」として指定されました。

TOPIC
トピック

重要物流道路に指定されました

新天辻工区
（事業区間） 7.2km

阪本工区
（事業区間） 1.4km

長殿工区
（事業区間） 2.7km

風屋川津・宇宮原工区
（事業区間） 6.9km

十津川道路（Ⅱ期）工区
（事業区間） 5.6km

五條市生子町～釜窪町

（計画区間） 6.0km
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奈良中部熊野道路（国道169号）の整備状況

御所高取バイパス

▲完成イメージ

現在、調査・設計を進めています。

凡例
国事業箇所

県事業箇所

現 道

調査路線

下北山村 前鬼～上池原

3.5km

現在、高架橋工事を進めています。

高取バイパス

現在、橋梁工事を進めています。

伯母峯峠道路

下北山村 前鬼～上池原
（計画区間） 3.5km

伯母峯峠道路
（事業区間） 2.9km

高取バイパス
（事業区間）

3.4km（うち1.4ｋｍは開通済）

御所高取バイパス
（事業区間） 3.4km

令和４年４月に、新広域道路交通
計画を踏まえ、奈良中部熊野道路
（国道１６９号）が『重要物流道路』
に位置づけられました。
また、併せて、奈良中部熊野道
路で現在事業中の３工区全てが
「事業区間」、県調査路線１箇所が
「計画区間」として指定されました。

TOPIC
トピック

重要物流道路に指定されました
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地域道路の整備状況

一般国道３０９号丹生バイパス

坪内～南日裏工区
塩谷～九尾工区

主要地方道 高野天川線

整備後［令和４年３月18日 完成供用］
バイパス［平成28年８月６日開通］

整備後［令和４年３月29日 部分供用］

塩谷～九尾工区
（和田地区）

「奈良県道路網図（R1JHs1026）を転載」



南部・東部地域振興とまちづくり
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○南部･東部地域の振興に関する施策を市町村と協働して総合的かつ計画
的に推進するための「条例」を制定することにより、施策実施の継続性を担保
するとともに、まちづくり・むらづくりの方向性を明確にする。

○南部・東部地域が果たしてきた役割を再認識し、持続可能な地域社会の
形成を県民共通の目標とする。

条例のねらい

南部・東部地域振興のための基本的施策

産業の振興及び雇用の創出 住民の福祉の向上及び生活の安定

防災・減災対策の推進 魅力ある地域づくりの推進

デジタル社会の形成の推進

条例の基本理念

県、南部・東部市町村及び関係市町村、県民並びに関係事業者が
適切な役割分担並びに相互の連携及び協力の下、基本的な施策を定め、
拠点の形成、拠点間の結節の確保並びに必要な人材の育成及び確保
に取り組む。

南部・東部の都づくり

「奈良県美しい南部・東部地域を県と市町村が協働して振興を図る条例」（令和４年３月制定）に基づ
き、市町村と協働して南部・東部地域振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進しています。



拠点の形成及び結節・人材の育成及び確保
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南部・東部地域の拠点と結節

人が集まる拠点の形成及び結節、地域を支える人材の育成・確保に引き続き取り組み、持続可能な
地域社会の形成に向け、これまでの取り組みをさらに進めます。

大規模広域防災拠点



南部・東部のデジタル化推進

• 住民目線に立ったデジタルによる「できる化」を基本目標とし、それを実現するデジタル原則や重点領域・プロジェクト・体制を定めました。

◼ 「奈良デジタル戦略」を策定しました。（令和４年３月）

もっとよくするための「できる化」が進行中です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャッシュ

レスでの公

金支払い 

オンライン申請 

個人にカスタマ
イズされた避難

情報の提供 

圧倒的に早
い給付金・
補助金等の
支給 

お手元直送広報 
情報発信 

地域ネット販売
システム 

⚫ すべての行政手続が手元のスマートフォンで完結できる
「奈良スーパーアプリ」の設計に着手しています。今年度
中に設計を完了し、来年度からサービスを開始します。

⚫ 金融機関と連携し、経理の電子化など、デジタルを活用
した経営改善に取り組む中小事業者や自治会等を支援
します。この秋から事業をスタートしていきます。

⚫ 南部・東部地域の生活改善のために、デジタル・サービス
を重点的に展開します。

⚫ 誰もがデジタル技術を活用できるよう、 「誰一人取り残
さない」デジタル化を推進します。

地域におけるデジタル社会の「ビジョン」を検討し、そのための原則や重点施策等を盛り込んだ条例を年度内に策定し、
デジタルによる「できる化」を更に進めていきます。

行政サービスの刷新 困りごとを抱える人や地域の支援

デジタルデバイド対策
中小企業者等の支援

• デジタルサービス導入に向けて、「奈良県美しい南部・東部地
域を県と市町村が協働して振興を図る条例」に基づき、協議の
場を設置し、市町村と連携しながら、地域のデジタル化を具体
化していきます。

• 南部・東部地域を含む県内市町村からの提案を踏まえ、自動
運転等デジタル技術を活用した交通サービスの導入に向け、協
議会を設立し、検討を開始します。
〔対象市町村：五條市、宇陀市、三郷町、田原本町、明日香村〕

• 市町村が行うデジタルデバイド解消のための取組を支援します。

• 高齢者等をサポートするスマホ講座を開催します。

南部・東部地域は、急速な少子高齢化や若年層の流出により、多くの解決すべき諸課題を抱えており、
デジタル化による課題解決の効果が特に大きい地域だと考えています。県全体の地域デジタル化を進める
ためにも、本地域において、住民に寄り添ったデジタル化を着実に進めることが重要です。
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➢ 住民の「豊かで持続可能な暮らしの実現」につながるデジタルサービスを導入に向けた実証実験
➢ 地域内における雇用の創出につながるデジタル化により、移住・定住の促進にまでつなげる

展開イメージ

デジタルによる
買い物支援

木工製品の販売
流通・管理デジタル化

オンライン学習支援

デジタルツール
リテラシー向上

健康管理・診療の
デジタル化

独居高齢者世帯の
見守り支援

デマンド交通
ライドシェア

通信環境整備 デジタルデバイド解消
高齢者向けサポートなどWiFi等の環境整備など

買い物難民のサポート、
EC購入よりも満足度の高い買い物体験の提供

木工産業活性化及び
森林の活性化等による脱炭素社会に貢献

子育て支援につながり
子育て世代の移住・定住を促進

高齢者の健康サポート
住民全体への福祉・医療充実化

高齢者等交通弱者への配慮
及び脱炭素への貢献

離れて暮らす家族の不安軽減
介護スタッフの業務負荷削減

地域内の需要と供給を可視化し、生産者の販売を支援

モデル地域での実証の成功事例を
南部・東部の他地域へも展開等も考慮

デジタルサービス導入による

地域の雇用創出

生産者と店舗の
マッチング

デジタル環境基盤づくり

「豊かで持続可能な暮らしの実現」につなげ
移住・定住の促進へ
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五條市 五條中心市街地地区
＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

新たな中南和の玄関口の顔づくり
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開催地域のまちづくり連携協定



五條市 五條病院周辺地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

～健康長寿のまちづくり・五條に住まう人づくり～
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五條市 五條西地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

｢防災力の向上」と「ヒト･モノ･カネの流入」による地域の活性化
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黒滝村 丹生川沿い地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

森と人が育む魅力ある暮らしづくり・村（まち）づくり
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十津川村 武蔵地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

「歴史文化を尊重したおもてなしのまちづくり」
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十津川村 平谷地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

暮らしと温泉が息づく活力ある地域づくり
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十津川村 谷瀬地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

美しい風景と生きがい・やりがいのある集落づくりの継承
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十津川村 高森地区

＜コンセプト＞

〈イメージ図〉 〈基本構想図〉 〈基本計画図〉

「助け合い・支え合いで暮らし続けられるまちづくり」
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